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西印度商船とセピリヤ貴族

木田和雄

スペインと新大陸との斑易は，１５０５年，王宅がセピリャに「jluibi院」Ｃａｓａｄｅ

ＣＯｎｔｒｄｌｔａＣｉ《ＤＩＢを6Ⅱ没していらい,その１１t金主義的な厳しい統ｉＩｊＩの《》とに，１｢ﾘ!上セピ

リャを独占港として展開されるようになった藤』IL，新大I幽碗易の瓶RlWlﾘ苑匹にと《,荘って,そ

こから郷られる「償じられないような」尚利1Wは，主としてセピリャの投彌家の占めるところ

とたった。このため，１６世紀のセピリャでI士，市の旧勁族が刑峯の利潤を水")て海jlj・貫易

に投武を行ない，Ｆ１鐘的に商莱活動に従ﾘﾄﾞする，質ｌｊｉのINi人化とと４，に，貿易に上って旅をな

したiIi民が充官lljI1度やjii蝦を辿じて新し<貴賎にMiD｣弓がる，耐人の「t1MiJ化とかとくにい
ちじるしく進んだ゜

との「武雄」化した商人と，商人化したⅡｌｉﾉt族とは，ｊｉ大陸との述隔｣世III1iIYI栄から；|きⅡlさ

れる利lilqをできるだけ大きくするために，セピリャのlii(鰯独占ﾉ｣を鈍化しようとする｣上汕のイリ

沓|ｿI係に.上ってしだいに緊浴に蒜ばれるようにたり，１６世紀の終り頃までに、セピリャに商

業「ＩＩ族」階噛がl膠成されるにいたるが，水111告では，それ堂でのjuih嘘におけるセピリャj11族

の海洋貿易にたいする投質活仙を，つぎの５｣【(に分って湾縦する。

（１）船主と大貴族＝スペイン王箪は，いわゆる「iKj印皮航路」ＣａｒｒｅｒａｄｅｌＤＩｄｉＨｌｓ

に眺耽する船舶に対して柧々様々な風冊ljを設けたが，新大陸とのiij上輸迄を確保する必繋上O

jiHfF契約については，全くといってよいくらい干渉を加えたかった。したがって,遠脚i地１１Ⅱの

海ﾑiljiJNEは，と１，なう危険が大きいだけにイリられるjuitFIlX入《)高く,極めてｲi利なり1乗であった｡

しかしながら，西印度航路に川いる大型船を所有し，雑排するには多額の役l｢Iを必撰としたゆ

え，.kほど財力に宮む《,のでたいかぎり，独力で船主になることは111難であった。ことに’１６

世紀のセピリャの大凹族たちが，ガi大陸IlUけの船舶にズルてさかんに投壷を行なった雌大のIl1

lhがある。

（２）西日Ⅱ圧商船と小jPi族＝セピリャ大jli族の投武が主として船舶のﾉﾘ『右に何片られたのに対

して，,１，世峡たちか新大陸貿易の左力･で波じた役i1ilIは，－nkの商人となんら異なるところかな
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力･った゜かれらは，１１５人と全くliiltMに，柳ﾘl金融，侭用販売のような闘矛UfY的業務をいとなみ，

船舶僻分解打希として奴隷・商品斑易を行ない，さらに溢允ijUi印匹において牧畜,〕此珠採取な

どの折り1乗に《)参力ｌＬた。この｣:うに，小iii族jWiのｉｉｉ利活動は実に多方面にわたっており,そ

の点では，全体的に大賢族にくらべて封馳的土jlh韮銚がはるかに脆弱を'１､資麟の方が，耐人化

がいっそうnt底していた。ここでは，その典型的な事例として，セピルの古い小１１t族中０プ

ラト・家Ｐｒａｄｏｓとパレラ家Bfo「ｒｅｒａＳとを中心にのべる。

（３）暫易ilii人の「閲族」化＝１６１１t妃のセピリャにおいては,市の伝統的な11t族の商人化が

一般的に促されたが，これと千行して,商人階級のなかから出銭に上丼する１，のが相次いで現

われ，釿悩族脳が形成されるに至った｡痴人の「11t族」化自体は0V,もるん，スペインのセピ

リャにのみ特狗な現蚊ではたく，王樅と1iii人の絲合か進んだ１６世配の絶対主鍵回寂の１，とで

けいたるところでみられる現象である．しかしながら，本源的蓄状の諾契搬が没っさきに配分

されたセピリャでは，大川.産が短時日のうちにてきあがｂ，iii弊の力による商人「貸戯」の出

ﾘﾑかとくにＮｉｌ藩で81,つた゜力.れら《,雀た，法外左「趣漉利澗」確保のたAJI，に，セピリャの独占

のjMh排・強化に執心し、しだいに商人化したIH貴族と一体とたって特権的なi19乗「１ft族」雌墹

を形づくる方向に辿沿に至る｡
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